
生動物の中でも特定の分類群に偏った調査であった

こと、また、日本では海産・淡水産などのハビタッ

トごとに独自の研究分野を構成してきたため、生息

状況などの情報交流がなく、日本における分布域の

情報が全くまとめられたことがないこと、等があげ

られる。 原生動物（及び原生生物）の種分類学的研

究及び多様性研究にとって、このことは大きな障壁

となってきた。 
 しかし、近年地球環境の悪化による生物多様性へ

の悪影響が加速し、多様性研究が求められているこ

と、藻類を含む原生生物全体の体系学的研究が加速

度的に進み（Adl et al., 2005など）その基盤となる研

究が求められていること等のために、種分類学的情

報の整理を出来る限り急ぐ必要性が生じている。ま

た、Adl ほか（2007）は、 原生生物に関する命名規
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はじめに 

 
― なぜ、自由生活性原生動物の記録をまとめる必要

があるのか？ 
 原生動物（特に藻類を除く原生生物）は、わが国

における分布と多様性の現状がほとんど把握されて

いない生物群である。特に国内の寄生・共生性を除

く自由生活性の原生動物の出現記録については、こ

れまでまとめられたことがない。この原因には、原



ある。1918年川村多実二（＝多實二）によって記載

されたビワツボカムリ(Difflugia  biwae  Kawamura, 
1918)は、2000年以降に絶滅が深刻に危惧されている

（一瀬ほか, 2004）。 

 以上のようなことから、日本国内における自由生

活性原生動物の記録をまずは、文献によって集約す

る必要があると考えた。しかし、原生動物は膨大な

分類群を含むことは既に述べたとおりである。本稿

では文献の収集は、原生動物のうち主に繊毛虫類と

有殻アメーバ類が掲載されているものが中心であ

り、種に関する情報及び詳細な分布記録は集計中で

ある。しかし、文献を集めただけの目録でも、原生

動物が日本全国の実に様々な環境・ハビタットから

記録されており、日本における原生動物の多様性に

驚いていただけると思う。なお、日本においてはプ

ランクトン調査の一部として、原生動物が調査され

ている例が多くさらにこの分野の調査により、文献

が増える可能性の大きいことが容易に予想される。

例えば琵琶湖については、さらに多くの資料がある

ことは確認しているが、現時点ではこれらを含める

ことが出来なかった。 
 
文献目録について 

 収録した論文は、国内外の研究者が日本または日

本近辺にて、繊毛虫類と有殻アメーバ類を記録した

論文・報告を掲載した。古い記録の探索ではその多

くを、吉村(1944)を参考にした。また、新しい報告は

2004年ころまでとした。原則として自由生活性種に

ついての記録を中心としたが、事例の多いシロア

リ・家畜の腸管内に共生するものを除いて、寄生・

共生例についてはこれを含めた。自由生活種が人間

に寄生した例等も掲載した（吉部ほか, 2003）。な

お、海外では化石中（コハク中）から得られた繊毛

虫類・有殻アメーバ類の記録があるが（例えば

Schönborn et al., 1999など）、国内では筆者らはその

例を知らない。 
 また、分類学学的な論文と、生態学的な論文はこ

れを区別した。生態学的な論文では、分類学的な論

文よりも同定の精度が低いと考えたためである。主

に繊毛虫類と有殻アメーバ類が掲載されているもの

を中心として、収集したものとしたが、決して網羅

できているとは考えられないため文献目録を暫定版

とした。文献目録中、明らかに分類学的な論文（例

えば種記載論文など）は (*) を論文冒頭に付記し

た。環境庁 (編) (1993) 第4回自然環境保全基礎調査. 
湖沼調査報告書を収録したが、このうち原生生物

（繊毛虫・有殻アメーバ類）を、記録中に見出せな

かったものには (**) を論文冒頭に付記しシリーズと

して収録した。 
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約上の問題点（例えば原生生物が制約を受けるICBN
とICZNによる規約等の相違）及び分類学的問題を指

摘しているが、これらの原生生物を取り巻く分類学

的背景にも、これまで以上の配慮が必要となってい

る。2002年に設立された日本分類学会連合（日本原

生動物学会は加盟している）が、「日本産生物種数

調査」を実施し、結果をwebで公開している（日本分

類学連合, 2003-）。本調査の趣旨は「５つの生物界

の既知種数と推定未知種数を調査した結果を公開」

することであるという。これに対して、日本原生動

物学会は答えるべく、2007年総会で原生動物種名リ

スト作成委員会を設立した。 

 本報告は、これを踏まえて整理したものである。

収集不足は今後可能な限り補足し、インターネット

などを通じて公開してゆく。 

http://sites.google.com/site/bibliographyjapan/ (2008年9
月より) 
 
― 自由生活性の原生動物について 
 原生動物は、さまざまな分類群に属する多系統の

生物の集合体であり、体系学的研究にはまだこれか

ら解明されるべきたくさんの課題が残されている。

その多くは、もともと原生動物界と植物界の微小藻

類とされていたものの一部から構成される単細胞生

物である。これまでは原生動物は、その体長があま

りにも小さいことから、地域固有種は稀少であると

いう考え方が主流であったが（Finley,  1999）、近

年、むしろ他の生物と同様に、地域固有種は非常に

多く存在しているのだという考え方が見直され注目

されるようになってきており（Foissner, 2004）、日

本においても原生動物および原生生物相の調査の必

要性が高まっている。 

 しかし、単細胞性の原生動物は細胞の固定が難し

いものが多く、標本を必要とする種分類学的研究に

は大変難しい材料とされてきた。それゆえ、わが国

における全域的な原生動物の分布調査は、ほとんど

実施されてきていない。さらに、一般的に分布域も

広く、海水、淡水そして土壌からも得られるという

特徴をもつ分類群も、繊毛虫類・鞭毛虫類・アメー

バ類など原生動物の主要なメンバーから知られてい

る。また、動植物種の分布に関する継続的な情報収

集が不可欠とされる「生物多様性国家戦略」中でも

原生動物は触れられておらず、「環境省レッドデー

タブック」では取り扱い外の存在となっている。し

かし、このような原生動物は、実際には多様性の宝

庫であり、世界には少なくとも5万種、おそらく20万
種以上は存在するといわれている。しかし、わが国

のからの出現記録が、全く整理されていないため、

貴重となる種がどの程度存在しているのかは不明で

Bibliography of  free-living protists (ciliates and testate amoebae) 



 収集した論文の表題には連続した番号のついてい

るものがあり、これが明らかに途切れて収集されて

いないことがある。この理由として欠番は、１）原

生生物（繊毛虫・有殻アメーバ類）が含まれていな

い場合がほとんどであるが、特に古い文献に関して

は、２）その論文を収集まで至らず確認できなかっ

た場合がある。 
 文献目録は、下記の通りとした。文献の様式は原

生動物学雑誌に、準じたが情報を損なわないよう

に、わかるものについては号数などを付記した（号

数を示さないと区別のつかない雑誌があるため）。 
 
1. 淡水（止水: 湖沼・沼地・湿地） 
2. 淡水（流水: 河川など） 
3. 淡水（洞窟） 
4. 水田 
5. 土壌 
6. 海水 
7. 海水・淡水（汽水、砂浜など） 
8. 温泉 
9. 汚泥・下水 
10. 寄生性・共生性・生物への付着（便乗性） 
11. 総合的環境（様々な環境を含むもの） 
12. 図鑑・書籍・書籍に準ずる報告書 
 
おわりに 

 地球規模の環境問題の解決や、人類の持続的生存

を保証する生態系の維持のためには、原生動物のよ

うに微小ではあるが、生態系の重要な役割を担って

いる生物こそを正確に評価しながら、どのような生

物がどのくらい生息しているのかを把握することが

必要であり、はじめて可能となる。 

 分子系統樹による視点（Keeling et al, 2005など）か

らみれば、原生生物（原生動物）は、真核生物の多

様性そのものを支えており、この点からも原生生物

（原生動物）の種分類及び多様性研究は、危急の課

題である。現在は真核生物の高次分類体系の再構築

が加速度的に進んでおり、新規の原生生物種の発見

が、真核生物の高次の系統関係を変えるというダイ

ナミックな時代である。しかし、進化原生生物研究

者は、様々な環境からの新規の原生生物種の発見に

果敢に取り組んでいる。種分類学的研究及び多様性

研究は、その基盤となるものであり、これらの研究

がなければ、種名さえ決定することはできない。 

 国内の種分類学的情報を整理することにより、日

本国内の記録の多様性に触れていただくとともに、

原生動物（原生生物）の種分類学的研究及び多様性

研究のより一層の発展を望みたい。 
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